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甲状腺肉腫の 1剖検例特
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昭和 31年 10月 20日受付
緒 言  
悪性甲状腺腫療と云われるものは甲状腺の癌腫及び肉腫で，その他に癌腫と肉腫の混合する
ものが含まれる。その内，癌腫は可成り多数見られるが，肉腫は我が国に於いては稀れなもの
とされているミ欧米に於いては肉腫は癌腫と同様に屡々見られ特に甲状腺腫の多い地方，即ち
クルップ地方に於いては高率であると云われている。 Barthelsによれば肉腫の癌腫に対する
比率は 19.2μ であり， Ewaldは癌腫 3--4に対し肉腫 1の割合であると述べている。我が
国に於いては 1913年， 野谷民がその 1例を報告して以来今日まで文献上数拾例を数えるにす
ぎなし "0
著者はこの稀れな疾患で死亡した 1女子を剖検し得たのでことに報告する。
病歴及び臨床所見:
68才の女予。臨床診断は甲状腺腫場。生来健康
で特記すべき既往症はなく，前頚部の腫脹という甲
状腺腫の症状は自覚的にも，他覚的にも認められて
いなし、。 1952年 1月 10日，左下顎歯痛を起したが，
数日で治癒している o 1月 15日になって，左側頭部 
に無痛，無発赤，無熱の腫脹を生じ，次第に大きく
なり z 数日後には頚部の両側に禰藁性に現われ，ぁ
まつさえ，顔面に浮腫が現われる様になった。その
億放置してし、た所が， 2月 7日に呼吸困難を起す様 
になったので，某医を訪ずれた所，淋巴腺が腫れて
いると云われ， 1週間に亘ってベニシ vyの注射を
受けた。しかし，呼吸困難は増加し，慶声，食道の
通過障碍等の症状を加うるに至ったので， 2'月 18日 
本学耳鼻科を訪ずれた。主訴は呼吸困難及び両側頚
部の腫脹である。その時の頚部所見は，頭部には右 
側から左側にかけて超手拳大の腫癌があり，左側に
於いてその大部分を占めている。該部の皮膚には外 
見上異??は認められなかった。呼吸困難が高度であ
るので，直ちに気管切開を行った。術後，呼吸は楽 
になったが，粘液の気管カニューレ内貯溜による呼
吸困難発作が 1日に 3-...4回あった。 2月 22日夜， 
2-...3回の呼吸困難発作を起し死亡している。 
なお，種々の臨床検査，特に甲状腺機能に関する 
検査は患者の短期間での死亡のため行われていな
い。
病理解剖所見:
病理解剖学的診断(剖検番号 22.-..52:昭和 27年
2月 23日解剖〉
り甲状腺左葉の殆んどを占める大人手拳大の甲
状腺肉腫と，甲状腺右葉全体に及ぶ爾裏性の肉腫浸
潤。
2) 食道，気管，頚部筋肉との肉腫性癒着，並び
に腫蕩塊による高度の右への転位と左総頚動，静
脈，左迷走神経の腫壌塊への包埋。
め組織学的に，膳臓ラ氏島の強い腫大。
4) 副腎の腫大とリポイドの増加〈組織学的に，
球状層の萎縮〉。
5) 耳下腺の高度の脂肪化。(組織学的に，腺組織
の高度の萎縮と線状部の愛性〉。
6) 皮下脂肪，腸間膜脂肪組織の高度の脂肪過多
症。
7) 腎臓の中等度の動脈硬姿性萎縮。
8) 心臓の拡張性肥大。 
9) 肺臓の欝血性浮腫。ザ
 
10) 肝臓の欝血性浮腫。

持本論文の大要は昭和 27年 11月千葉医学会第 28回総会にて発表した。
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11) 牌臓の萎縮。

12) 中等度の大動脈硬変症。

頚部腫癌は超手拳大で，可成り硬く，位置的には
正常甲状腺左葉に相当する所にあり，甲状軟骨の側
面から，気管，食道の左側に位している。腫癌の前
内方には気管切開のための 2cm長の周囲に出血を
伴った手術傷が見られる。腫麿は周囲へ浸j母性に増
殖して，附近の筋肉との境界はあまり明らかではな
い。上端は舌骨上縁を越え，下方は大動脈弓の上端
に及んでしる。気管，食道とは聞く腫蕩位に癒着し
で、これを右前方に強く圧迫し，その為に食道は属
平となり，気管と共にその内陸の狭窄を来たしてい
る。また，腫癌はその外側部に於いて，左総額動，
静脈，及び左迷走神経を包埋している。割面では，
灰白色で諸々に壊死巣と思われる黄色班を認める。
しかし，肉眼的には甲状腺組織と思われるものは認
められなかった。
甲状腺右葉は正常債置にあり，鶏卵大に腫大ずる
者按:
甲状腺に於いては肉腫と癌腫との区別容易ならざ
るものの存する事は，既に先人の認めた所である。
また，甲状腺肉腫は癌腫と同じく高年者に発生し，
我が国の例に於いてもその殆んどが50":'_70才で，
他臓器の肉腫に於けるが如く若年者に来る事は稀で
ある。木例に於いても患者は高齢者で，所謂，癌年
齢であるが，組織像から非上皮性のものであること
は明らかである。即ち，癌腫に於いても発育の盛ん
な時には，癌品耐包問に結締織性繰維が存在すること
があるが，木例に於いては腫蕩細胞はその間質と非
常に密接で，腫:廃細胞間への好銀線維の侵入があ
り，且つ，腫場制胞より突起，または，品目L、線維を
出していて非上皮性のものであることを明らかにし
ている。甲状腺肉腫の中でも円形細胞肉腫は外国に
於いても少し最多数を占めるものは多形細胞肉腫
で，我が国の報告では紡錘形細胞肉腫が比較的多
く， 円形献胞肉腫は 2例でやはり少し、。 Wegelin，
が，表面平滑で，周囲との癒着もなく，割面に於L、 Berond，Danetは甲状腺に於ける円形細胞肉腫は
ては，褐灰白色で櫨胞様構造を示し，一見正常であ
る様に見られる。
守附近の淋巴腺の腫犬，異状等は見られなかった。
組織学的には，腫癌の各割面に於いて，中心部，
周辺部の数ケ所より標本を作り，検鏡した，その結
果，円形細胞肉腫の診断を得た。
即ち，その腫癌は大体に於いて円形のグロマチ Y
ー淋巴肉腫で，甲状腺の淋巴櫨胞から導かれるもので
あると云ってし、る。本例に於いては左葉甲状腺組織
残存部に於いて淋巴櫨胞の形成が見られ，また，右
葉でも同様高度の淋巴櫨胞の形成と間質中への淋巴
球の浸潤が認められており，淋巴臆胞からの発生と
いうものに何か関係があるのではなし、かと考えられ
る。
に富む核を持ち，胞体の余り大きくない円形乃至は. 本例に於し、て認められた如く，左総額動，静脈及
多角形で、繊細な突起のある腫蕩細胞からなってい
て，間質は非常に少なし、。
間質と腫揚細胞の関係は非常に密接で，間質の繊 
細な好銀線維の腫場細胞問侵入並びに腫蕩細胞の好
銀線維への附着と細胞相互の突起による接合が見ら
れる。それらの腫:廃細胞は広範に壊死におちいり，
核崩壊像が著明である。中心部からの標本では，同
様麗湯組織の他に甲状腺組織の残像が島願状に認め
られ，正常コロイドを有する萎縮性櫨胞の少数と間
質に於ける淋巴櫨胞の形成とからなっているが，腫
蕩組織との境界は明らかでなく，腫傷細胞の踊蔓性
侵入が見られる。
右葉では，肉腫細胞が繍蔓性に浸潤していて，そ
の間に萎縮におちいった櫨胞上皮の高度の褒性のあ
る櫨胞があり，或るものは少しのコロイドを有し，
或るものはコロイドを全く持たない有様である。ま
た，間質中には淋巴臆胞の高度の形成と淋巴球の浸
潤が見られる。
び左迷走神経を包埋した例は我が国の報告には認め
られないが， Riceはこれと同様な円形細胞肉腫の
1例を報告し， 急速に浸潤性Yこ増殖をなした現われ
だと云っているo一般に甲状腺の肉腫は癌腫に比し
て急速に増殖し，統計によれば肉腫では平均数カ月
の経過であるが，こが例では全経過 36日であり，
また，組織学的に広範な壊死巣及び核分裂が著しい
のは急速な増殖を意味してL、る。
甲状腺肉腫はその発生に於いて，甲状腺腫と非常
に関係があると云われていて，我が国の例でも 4例
にその既往を認めているが，この例では甲状腺腫の
既往は認められなかった。
木例では転移巣はどこにも認められなか申たが，
転移に関して Wegelinは28例中 21例に肺臓に見
ており，本邦例に於いても島田は 11例中 7例に転
移がありその中 6例が肺臓に見られていると報告し
ている。著者が調べたところでは 13例の報告があ
り，その中 3例に肺臓転移が認められているo 
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性別については，性別による差位はないと云われ
ているが，我が国の例では女性に多く，ヌド例も亦女 
f生である。
他内分泌臓器変化及がその嵩按: 
T i1laux，Boeckel等は甲状腺肉腫で興味あるこ
とはバセドウ氏病の症状の現われる事.であると云っ
ているが3我が国の例ではそうし、う報告はない。
本例では臨床的には甲状腺機能異状の症状は認め
られなかったが，他内分泌臓器検査は，寧ろ，甲状
腺機能低下を物語っている様であるo即ち，謄臓で
はラ氏島の増加，腫大が見られ，大きいものは正
常ラ氏島の 4倍大に達している。 Pirera，Falta， 
Bertelliは甲状腺摘f犬に於いて，ラ氏島の増加，
結
腫大を認めているのに一致する。副腎は右 18g，左 
6gで腫大唱し， リポイドの増加がある。組織学的に
は球状置の萎縮があり，部分的にその代償性腫大が
認められる。 Wegelinは粘液水腫で、球状層の硬化
及びリポイドの増加を挙げているが，これに一致す
る所見である。耳下腺は可成り脂肪化し，腺組織は
高度に萎縮し，統t状部のZ羽生が見られる。同様な線
状部の愛性は慢性甲状腺炎の例で滝沢がこれを認め
ていて，甲状腺と線状部の関係を明らかにしてい
る。
以上の内分泌臓器の愛化から，また，全身の脂肪
過多のあった点からして，甲状腺機能の低下があっ
たものと充分に想像される。
論
我が固に於いては稀れな甲状腺肉腫の 1例を報告したO 組織学的には同形細胞肉腫であり，
腫湯細胞の増殖著しく， 1部にのみ残存せる櫨胞を認めるのみで， 甲状腺機能低下が当然あつ
たものと考えさせる。また，他内分泌臓器検索に於いても， ラ氏島の腫大，副腎の腫大と球状
層の萎縮，耳下腺線状部の萎縮等の甲状腺機能低下を物語る反応像を示していた。
御指導賜わった石橋教授，滝沢教授，並びに御指導，御校閲賜わった岡林教授に深く感謝致し
ます。
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図1. 1は左甲状腺から発生した大人手拳大の肉腫塊〈上部は舌根 (4)に，
下部は大動脈弓 (3)に及んでいる。 
2は鶏卵大に腫大する右甲状腺。 
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図 2. 円形細胞肉腫 (H・E染色〉 図 5・ 高度の肉腫細胞の浸潤と右印状
腺腺組織の萎縮 (H・E 染色〉
図 3. 同 上(銀染色〉 図 6. 牒臓ラ氏島の腫大 (H・E染色〉
図 4. 左甲状腺腺組織の島(興状残 図 7. 副腎皮質球状層の萎縮 (H・E染色〉
存部 (H・E染色〉
